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の内部での状態変化の一部であると ｢考え｣られるため､ ｢測定｣後の被測定系の状態は ｢測定｣
という全体系の内部での状態変化を経た後の全体系の状態の一部として得られるはずである｡さら
に､ ｢測定｣後には被測定系と測定系の間の相互作用が消失している (これが ｢測定｣が終わって
いることの定義 !)ことから､ ｢測定｣後の全体系の状態空間羽totは被測定系の状態空間粥 sysと測
定系の状態空間粥 dcvのテンソル積9isys⑳況 devになっているo
むろん､このことは ｢測定｣後の全体系の状態ベク トル性 ｡t)が､被測定系の状態ベクトル


































定系の状態の縮約 ｢らしきもの｣が得られる仕掛け (｢観測理論｣ と呼ばれる!)を見つけようと
躍起になっている｡
3 すり替えられた間産
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｢観測問題｣は ｢未解決｣だと主張するようになってしまった｡いわく､ ｢抽象的自我｣や ｢意












































のだから､統計作用素で記述するのが正統である (そうな!)｡ まあ､ここまで黙って (でもない
か?)つき合ってきたのだから､これにも気前長く目を喋ってやろう｡すると､測定後の被測定系
と測定系を合わせた全体系の ｢状態｣は統計作用素
p-(写刷 ⑳-pa))(P a(al㊤(paJ〕 (10,
で記述されることになる｡ところが､この統計作用素は??














でなければならない (そうな!)｡これは､ ｢抽象的自我｣が最終的に測定値を読みとる ｢直前｣
の被測定系と測定系を合わせた全体系の状態であるはずなのだ (そうな!)｡そして､全体系の状
態がこのようになるような被測定系との間の相互作用を ｢実現｣する郷定系の作用を ｢非選択的測
定｣と名付け､そもそも ｢観測問題｣で扱う ｢測定｣とは ｢非選択的測定｣でなければならないと
またまたねじ曲げてしまった｡まあ､こうしておけば､ ｢抽象的自我｣や ｢意識｣が測定に積極的
に終止符を打つのではなく､あくまで測定装置による ｢非選択的測定｣によって測定の本質的な部












































































































































ヒルベルト空間HE3≡ ⑳ Hを世界f2の状態空間と呼ぶ｡ (簡単のために､ヒルベ
a)∈E2
ルト空間の内積は､全て記号(,)で表すことにしよう!)
S4 世界時計Cの中の各々の世界時J及び世界アトラス3の中の各々の基準系fに対し
て､世界時の 1径数族(TO(U,f)EO'0'司⊂Cで､任意の二つの実数
o<o<E<cDについてr盲(J,f),To(J,f),Jとなるものが存在する｡ (この構
造により､一つの基準系fと世界時oTが与えられたならば､その後の世界時の進
み具合は一つの正の実数径数♂(時間経過と呼ぼう!)によって､連続的に径数
づけられるようになる!)
S5 世界アトラスコの各々の基準系fにはそれぞれの状態空間Hの上で定義された一
つの有界な自己共役作用素¢(∫)が付随し､
JSQ(f)djU )-I (14)
の形の単位 (作用素)の分解を与える｡ (この単位の分解は､個々の量子オメガ
要素の基準系を選択することができることを保証する!)
S6 世界アトラスコの各々の基準系′には､世界の状態空間Hf)の上で
Qw(f)≡q@eQJ-(f) (15)
によって定義された一つの有界な自己共役作用素Qの(f)が付随する｡ ここで､
Jog(f)≡
‡Q(If, if;≡; (16,
である｡ (早い話､ fora?
Qo(f)=I⑳I⑳･-⑳I⑳Q(f)⑳I⑳I⑳-⑳1
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(17)
講義ノート
となる!)
S7 世界時計の任意の相前後する世界時q≦o'に対して､世界の状態空間HQの上で
定義されたユニタリー 作用素の1径数族tr(oJ,J)loJ≧可が存在し､
(r(d･,J,r=',q(;'･,=dI,r(d,J,f.,d･≧d≧J (18,
なる性質を示す｡ (このユニタリ-作用素の1径数族は､世界の状態空間Hoの中
に､一つの運動の流れを定める!)
以上の構造が量子オメガ構造と呼ばれるものである｡そして､皇子オメガ構造を持つ
我々の世界f)には､次のように定められる変数と変化が存在する｡
Vl 世界E)の状態空間Hnの中の規格化されたベクトルの債を取る変数Vは､世界状
態と呼ばれる｡ (世界情勢ではない!)
V2 世界時計Cの中の世界時の債を取る変数∑は､世界標準時とか標準時と呼ばれる｡
Vo 世界f2の各々の皇子オメガ要素a)に対して､世界アトラスSの中の基準系の値を
取る変数Foは､皇子オメガ要素Oの固有基準系と呼ばれる｡
Dl世界E3の各々の皇子オメガ要素LDは､世界標準時∑の債が変わるごとに､世界ア
トラスコの中の一つの基準系fと一つの時間経過Cを選択する自由度を持つ｡この
選択は次の確率法則により規定される傾向を持つ不確定事象であり､また他の皇
子オメガ要素の選択とは (確率的に)独立な事象となる:
Pr(f∈df,0∈dO)
-JJe-PC(r(Tc(∑,Fo),∑)V,Qo(f)r(rc(∑,Fo),∑)V)d良材′)
(19)
ここで､FL>0は皇子オメガ構造に固有な普遍定数であり､FL彩10see.Iと予想さ
れる｡ (中込定数と呼ぼう!)
D2 世界状態V､世界標準時∑､及び各々の皇子オメガ要素の固有基準系F.Dは､次の
代入法則により規定される変化を示す:
V:=nQo.(fo)r(To(∑,Fo｡),∑)V
∑:=TC.(∑,Fo｡)
Fo:-i
foifa)=のo
Fa,ifの≠Oo
(20)
ここで､Lt)Oは最小の時間経過Ooを選択した量子オメガ要素であり､foはその皇子
オメガ要素が選択した固有基準系である｡また､記号:=は右辺で定められた億で､
左辺の変数の億を更新する手続きを表す代入法則を表し､〃は規格化定数である｡
手続き型の方程式が物理学で登場することは珍しいが､この方程式 (中込方程式と呼ぼう!)が､
物理現象を含め､我々の実在世界における全ての変化を表す基本法則を与えてくれるのだ｡従って､
量子力学 (場の量子論を含む!)も相対性理論も､この基本法則に含まれることになる｡当然だが､
量子力学単体の理論体系とは違い､この量子オメガ構造理論の体系は閉じているため､観測問題を
被測定系と測定系の間の相互作用として取り扱う場合にも､何らの唆味な概念や場当たり的な近似
を導入することなく解決し､コペンハーゲン解釈でいう状態の縮約や､フォンノイマンとウイグ
ナ-の ｢観測理論｣でいう射影仮説を理論的帰結として導出することが可能となる｡
7 観測間産の解決
ちょうど紙数が尽きた､後は講義でのお楽しみとしよう｡ (まあ､ここまでお披露目しておけば､
腕力による計算で脳味噌が筋肉化している人でなければ､中込の皇子オメガ構造理論の中のどの部
分が効いて､観測問題をうまく片づけることができるのか､自分で見当がつくだろう｡)
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